
担当者 山口　真人（南山大学人文学部教授)

概要

　人間関係講座などの「体験学習」を体験された方が、教育方法としての「ラボラトリー方式の体験学習」について理解を深めるためのセミ
ナーです。
　近年、学校や企業はもちろん看護や福祉の領域でも学習者参加型や体験学習型の教育研修が求められていますが、これらの教育研修を実施
していくとき、学習者との対話や臨機応変な対応など、マニュアル化できない要素が大きくものを言います。
　このセミナーでは実際に参加者が体験学習をプランし実施してみることによって、学習者中心の教育観についての理解を求め、ファシリ
テーターとしての関わり方やスキルを磨くことに取り組みます。まさにこのセミナー自体が体験学習の場になりますから、ファシリテーター
としてのトレーニングだけでなく、自分自身の人間的成長の機会にもなります。

　特にアドバス体験学習では、
・体験学習のプログラムを自分たちで計画し実施してみる（ファシリテーター体験）
・体験学習をみずから体験してみる（参加者体験）
この2つの役割を受講者が交代で体験しながら、実践的に学んでいきます。
このセミナーによって、
・体験学習とは何かー体験学習の理論と実際
・なぜ体験学習なのかー教育の原点を問う
・革新する教育法としての体験学習
・体験学習のすすめ方ープログラムを作り、実施するスキルを養う
・体験学習のすすめるファシリテーターのあり方ー教育者の原点を問う
・体験学習の生かし方ー学校、企業、病院、生涯学習と体験学習などを学ぶことができるでしょう。

日程 9/30，10/7，10/14，11/4，11/18，12/2，12/9，1/13，1/27，2/3

定員 18名

参加資格 何らかの体験学習を経験したことのある方（不明の場合はお問い合わせください）

会場 南山大学　Ｄ棟

研修費 46,000円（消費税ならびに申込金2,000円を含む）

アドバンス体験学習　ファシリテーター・トレーニングA（土曜日　１０回　１３：３０～１７：００）

-体験学習をもっと知りたい人のために
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